
 

  

令和２～３年度袋井市歴史文化館企画展「中遠の古刹 真言宗西楽寺」は、袋井市春岡に位置する真言宗

の古刹、安養山西楽寺に残された、4000点余りの古文書から地域の歴史を紐解く、全４回のシリーズです。 

歴史文化館で展示したのち、土曜・日曜にもご覧いただけるよう、一部内容を変え、郷土資料館でリニュー

アルオープンをしました。 

本冊子は、郷土資料館の展示解説を再編したものです。歴史文化館の展示が終了した後、新たに発見され

た史料により、様々な知見が得られました。新出史料に未紹介史料を加え、より深められた歴史を御紹介し

ます。今回のテーマは、①「西楽寺八世住職尊昭の事業と災害」、②「謎の木食直心の正体」、③「重要な儀式

の場、西楽寺鎮守（十所権現）」、④「西楽寺五世住職宥香に直接関わる史料」です。 

【本冊子はホームページ版のみです。印刷したものはありません】 

 

『中遠の古刹 真言宗西楽寺 補遺 八葉尊昭と木食直心』 

中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺 

補
遺 

袋
井
市
歴
史
文
化
館 

二
〇
二
一
年
九
月 



 

  

「西
楽
寺
八
葉
尊
昭
」 

 

尊
昭
（
？
～
一
七
二
八
）
は
、
近
世
西
楽
寺
の
八
世
住
職

で
す
。『
年
中
行
事
扣
』
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
八
六
）
正

月
二
十
六
日
条
に
は
、「
中
興
尊
昭
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

尊
昭
に
つ
い
て
は
、
「
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅱ 

高
平
山
」（
参
考
文
献
４
を
参
照
）
で
、
簡
単
な
経
歴
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
に
は
、
尊
昭
の
出
身
地
（
木
食
直
心
と
同
郷
）
に

つ
い
て
、
今
の
新
潟
県
だ
ろ
う
か
、
と
推
測
し
た
の
で
す
が
、

歴
史
文
化
館
で
の
展
示
終
了
後
に
発
見
さ
れ
た
史
料
に
よ

り
、
越
前
国
（
今
の
福
井
県
）
出
身
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
詳
細
は
本
冊
子
三
～
四
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

 

尊
昭
は
、
西
楽
寺
一
山
の
様
々
な
施
設
を
整
備
し
直
し
た

人
物
で
す
。
著
作
（
記
録
？
）
も
多
く
著
し
た
ほ
か
、
歴
代
住

職
の
業
績
調
査
も
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
七
世
住
職
宥
弁

以
前
の
記
録
を
ま
と
め
た
著
作
も
多
く
残
し
て
い
ま
す
。 

 

宝
永
～
享
保
の
頃
の
尊
昭
、
十
九
世
紀
の
宥
海
・
栄
岳
・

宥
盛
、
明
治
の
宥
猛
。
彼
ら
は
、
西
楽
寺
文
書
を
調
べ
、
書

写
、
編
集
、
保
管
に
尽
力
し
ま
し
た
。
今
日
、
西
楽
寺
文
書
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
偏
に
彼
ら
の
業
績
で
す
。 

尊
昭
は
、
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
に
、「
西
楽
寺
八
葉
尊
昭
」

（
〔
十
所
権
現
棟
札
下
書
〕
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
五
五
）
と

署
名
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
胎
蔵
マ
ン
ダ
ラ
の
中
心
部
、
中
台
八
葉
院
を
意

識
し
た
署
名
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
、
自
身

の
名
前
が
「
尊
」
で
始
ま
り
、
自
身
の
世
代
が
八
世
だ
っ
た

こ
と
に
依
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、〔
十
所
権
現
棟
札
下
書
〕

は
、
お
そ
ら
く
、
西
楽
寺
鎮
守
を
「
十
所
権
現
」
に
し
た
時
の

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に
「
八
葉
尊
昭
」
と

署
名
し
た
こ
と
は
、
重
要
な
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
本
冊
子
の
タ
イ
ト
ル
に
も
、「
八
葉
」
表
記
を
使

用
し
ま
し
た
（
題
字
は
、
尊
昭
、
直
心
と
も
に
、
自
著
の
文
字

を
使
用
。
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
五
五
、
三
一
二
一
）。 

 

宝
永
地
震 

  

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
十
一
月
二
十
三
日
午
前
二
時

頃
、
房
総
近
海
を
震
源
と
し
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
．
〇

～
八
．
二
の
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
震
で
は
主
に
関
東
地
方
に
被
害
が
集
中
し
ま
し
た 

01 

西
楽
寺
八
世
住
職
尊
昭
と
宝
永
地
震 

が
、
こ
の
余
震
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
ま
で
続
い
た
、
と

い
う
記
録
が
小
田
原
に
残
っ
て
い
ま
す
（
参
考
文
献
３
）。 

 

宝
永
四
年
十
月
四
日
午
後
二
時
頃
、
南
海
ト
ラ
フ
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
八
．
四
の
大
地
震
が
発
生
。
文
献
に
残
る
地
震

で
は
、
こ
の
時
点
ま
で
の
地
震
で
最
大
級
の
大
地
震
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
震
被
害
、
津
波
被
害
の
大
き
さ
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
震
の
四
十
九
日
後
、
十
一
月
二

十
三
日
に
富
士
山
が
大
爆
発
し
た
こ
と
で
、
大
き
な
被
害
が

そ
の
後
何
年
も
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
参
考
文
献
３
）。 

 

宝
永
地
震
に
直
面
し
た
西
楽
寺
住
職
が
尊
昭
で
す
。
宝
永

地
震
の
被
害
は
、
『
長
溝
村
開
発
』（
参
考
文
献
１
、
八
六
一

～
八
六
二
ペ
ー
ジ
に
該
当
箇
所
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
重
要

史
料
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』（
西
楽
寺

文
書
近
世
一
一
）
収
録
の
尊
昭
の
書
状
に
も
記
述
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
宝
永
地
震
で
西
楽
寺
一
山
は
破
壊
。

相
当
の
被
害
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
西
楽
寺
本
堂
部
材
墨
書

を
見
る
と
、
こ
の
被
害
か
ら
の
復
興
は
、
享
保
十
二
年
（
一

七
二
七
）
頃
ま
で
か
か
っ
た
よ
う
で
す
（
参
考
文
献
１
）。 

 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
） 
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『当
山
諸
由
緒
扣
』所
引
尊
昭
書
状
写 

 

一
、
天
和
元
酉

年
、
宥
仙
願
成
寺
江

隠
居
致
候
事
。 

一
、
貞
享
四
卯

年
、
宥
仙
願
成
寺
ニ

て
死
去
致
候
事
。 

一
、
元
禄
八
亥

年
迄
九
年
之
間
○

留
守
居
差
置
候
所
、
同
年
十

二
月
廿
二
日
、
留
守
居
自
火
出
不
レ

残
焼
失
致
候
。
尤
不

動
尊
壱
体
出
シ

申
候
。
元
禄
十
六
未

年
迄
九
ヶ
年
之
間
山

守
計
リ

差
置
候
事
。
同
年
学
頭
宥
弁
隠
居
願
致
候
ニ

付
、

衆
徒
申
ゟ
願
成
寺
建
立
候
様
ニ

達
而

相
願
候
故
、
四
間
ニ

三
間
半
之
寺
ヲ
簀
立
致
、
生
国
上
総
国
今
留
江

隠
居
致
候

事
。 

一
、
八
年
以
前
申
年
、
拙
僧
西
楽
寺
入
院
仕
候
後
、
願
成
寺

簀
立
之
所
、
門
外
造
作
仕
、
留
守
居
差
置
可
レ

申
与
奉 

レ

存
内
、
翌
年
酉

六
月
大
風
仕
、
簀
立
吹
潰
、
木
柱
等
損
。

急
之
取
立
申
義
不
レ

及
二

自
力
一

難
義
存
、
見
合
罷
在
内
、

五
ヶ
年
以
前
大
地
震
ニ

而
西
楽
寺
一
山
堂
社
等
大
分
破

損
仕
候
故
、
先
本
山
之
修
理
ニ

取
懸
リ

、
延
引
ニ

罷
成
候

而
、
漸
〻
去
冬
願
成
寺
建
立
仕
候
間
、
当
年
中
上
総
ニ

罷

有
候
西
楽
寺
隠
居
宥
弁
、
右
之
願
成
寺
江

引
越
申
筈
ニ

御

座
候
御
事
。 

 
 
 

右
願
成
寺
壱
巻
相
違
無
二

御
座
一

候
。
以
上
。 

 
 
 
 

 

正
徳
元
卯

年 
 
 
 

西
楽
寺
学
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尊
昭
書
ヲ

写
置 

（
一
六
八
一
） 

（
一
六
八
七
） 

（
一
六
九
五
） 

学
頭
宥
弁
ゟ 

（
一
七
〇
四
） 

（
尊
昭
） 

（
一
七
〇
七
） （

一
七
一
〇
） 

（
一
七
一
一
） 

（
一
七
一
一
） 

（
一
七
〇
五
） 

（
一
六
九
五
） 

（
一
七
〇
三
） 

〔
素
建
〕 

２
、〔
十
所
権
現
棟
札
下
書
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
五
五
） 

３
、『
年
中
行
事
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
八
六
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
『
静
岡
県
指
定
文
化

財 

西
楽
寺
本
堂
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（
西
楽
寺
保
存
修
理
委

員
会
、
一
九
九
五
年
）。 

２
、
浅
羽
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
浅
羽
町
史 

資
料
編
二 

近
世
』

（
浅
羽
町
、
一
九
九
六
年
）。 

３
、
永
原
慶
二
『
富
士
山
宝
永
大
爆
発
』（
吉
川
弘
文
館
、
読
み
直
す
日

本
史
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）。 

４
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅱ 

高

平
山
』（
二
〇
二
一
年
） 

『当山諸由緒扣』所引尊昭書状写（前２行は注） 

部材 墨書 掲載ページ

物置内より発見された旧須弥壇斗束 「享保四年亥（1719）　二月廿八日」 90

内陣肘木（背面）上端墨書 「御棟梁安右衛門／享保十一丙午（1726）五月吉日」 90

小屋貫墨書 「享保十一（1726）　午極月十九日」 90

支輪（正面）墨書 「享保十一□年（1726）」 90

唐破風幕板裏面墨書 「享保十二年（1727）／六月八日／掛川傳□／之□□也」 90

正面裏甲墨書 「未（1727）ノ六月十日／欠川平七」 91

唐破風裏甲墨書 「享保十二／菊□日□」 91

化粧裏板（背面地垂木）墨書 「于時享保十二未六月／［　　　　　　　　］」 91

内陣格天井板墨書 「享保十五年（1730）／戌九月塗師／書之也」 91

正面藁座裏面墨書 「寛保三亥（1743）七月十日／［　　　　］」 91

内陣障子框墨書 「嘉永□子（1852）」 91

西楽寺本堂部材墨書（江戸時代のみ）

２、「墨書」欄、（　）は引用者注、／は改行箇所を示す。

１、墨書は財団法人文化財建造物保存技術協会編『静岡県指定文化財　西楽寺本堂保存修理工事報告書』（西楽寺保存修理委員会、

　　1995年）による。「掲載ページ」欄の数字は、本書における該当史料の写真掲載ページ。

【凡例】



 

  

出
身
地
が
判
明 

 

木
食
直
心
は
、
西
楽
寺
八
世
住
職
尊
昭
の
弟
子
で
、
高
平

山
大
師
堂
の
堂
守
で
す
。 

尊
昭
の
意
を
受
け
、
高
平
山
に
西
国
三
十
三
所
の
観
音
や

大
仏
を
建
立
す
る
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。 

彼
の
経
歴
に
は
謎
が
多
い
の
で
す
が
、「
中
遠
の
古
刹 
真

言
宗
西
楽
寺
Ⅱ 

高
平
山
」（
参
考
文
献
１
を
参
照
）
で
、
簡

単
な
経
歴
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
の
人
物
に
つ
い
て
、
経
歴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
か
ら
、
直
心
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
上
分
か

る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
歴
史
文
化
館
で
の
展
示
終
了
後
、
新
た
に
発
見

さ
れ
た
〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕（
西
楽
寺
文
書
一
七
四
一
）
に
よ

り
、
彼
が
越
前
国
坂
井
郡
糸
崎
村
（
現
在
の
福
井
市
糸
崎
町
）

の
出
身
で
、
俗
姓
が
水
間
氏
（
名
は
不
明
）
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

高
平
山
の
半
鐘 

 

新
出
史
料
〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一 

八
）
三
月
八
日
に
、
尊
昭
と
直
心
が
高
平
山
の
半
鐘
を
再
鋳

し
た
時
の
史
料
で
す
。
文
の
書
き
方
か
ら
、
鐘
銘
の
写
し
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕
に
よ
れ
ば
、
高
平
山
の
半
鐘
は
、
寛
永

九
年
（
一
六
三
二
）
に
、
開
基
木
食
秀
海
が
寄
附
し
た
も
の

と
の
こ
と
で
す
が
、
〔
直
心
訴
訟
一
件
写
断
簡
〕
（
西
楽
寺
文

書
近
世
一
二
）
第
二
断
簡
に
は
、
半
鐘
修
復
の
経
緯
に
つ
い

て
、
も
う
少
し
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

  

（
前
略
） 

一
、
高
平
山
ニ

秀
海
上
人
寄
進
之
中
鐘
御
座
候
を
、
拾
六

年
以
前
拙
寺
江

引
取
、
御
祈
祷
之
衆
会
半
鐘
に
用
置

候
所
、
損
レ

茂
御
座
候
ニ

付
、
直
心
鋳
仏
建
立
之
節
、

下
承
に
仕
度
由
願
申
候
付
指
遣
申
候
。
鋳
仏
勧
化

金
之
余
慶
茂
御
座
候
故
、
古
来
之
鐘
に
倍
レ

之
鋳

立
、
高
平
山
大
師
堂
ニ

鉤
置
申
候
。 

 

（
後
略
） 

  

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
、
高
平
山
の
半
鐘
を
西
楽
寺

に
引
き
取
っ
て
、
祈
祷
の
半
鐘
に
使
っ
て
い
た
が
、
壊
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
高
平
山
大
仏
の
寄
進
の
余
慶
で
、
倍
の
大 
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木
食
直
心 

謎
の
木
食
の
正
体
を
追
う 

き
さ
に
鋳
直
し
、
高
平
山
の
大
師
堂
に
懸
け
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
半
鐘
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
供
出
さ
れ
て
し

ま
い
、
今
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
十
五
日
に
、
戦
争
の

た
め
供
出
さ
れ
て
し
ま
う
鐘
の
銘
文
を
写
し
た
、『
梵
鐘
、
半

鐘
、
并
鐘
銘
文
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
二
四
）
に
、
銘
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
（〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕
と
は
異
同
が
あ
る

が
、
文
言
は
酷
似
し
て
い
る
）
の
み
で
す
。 

 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、〔
直
心
訴
訟
一
件
写
断
簡
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
） 

２
、〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕
（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
七
四
一
） 

３
、『
梵
鐘
、
半
鐘
、
并
鐘
銘
文
』
（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
二
四
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅱ 

高

平
山
』（
二
〇
二
一
年
） 
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謎
の
断
簡 

（
巻
き
込
み
断
簡
） 

     

「
御
室
乃
御
所
に
入
、
一
品
親
王
に
点
眼
ヲ

乞
な
り
。 

楽
願
成
就
す
と
諸
国
行
却
の
日
々
。 

 
 
 
 

 

」 

   

〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
七
四
一
）
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
た
断
簡
。
縦
134

mm×

横
37.5

mm
。 

 

大
き
さ
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
文
が
繋
が
ら
な
い
こ

と
か
ら
、〔
高
平
山
半
鐘
銘
〕
と
は
別
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

仁
和
寺
御
室
に
点
眼
を
乞
う
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
よ

う
だ
が
、
詳
細
不
明
。 

 
 

〔高平山半鐘銘〕（西楽寺文書近世 1741） 

糊はずれ。 

断簡１（上写真） 縦 150mm×横（404）mm 

断簡２（下写真） 縦 149mm×横（404）mm 

 

享保３年（1718）３月８日に、高平山の半鐘

を修復した時の史料。 

「願主木食直心。願主生国者越前坂比郡糸

崎村、水間氏也」と、木食直心の出身地と俗姓

が書かれている。 

この史料でも、尊昭は「西楽寺八葉法印尊照

〔昭〕」と書かれている。 

駿
遠
両
国
鋳
物
師
惣
大
工
森
町
住
山
田
七
郎
左
衛
門
尉
藤
原

種
満
、
遠
州
飯
田
村
高
平
光
平
山
遍
照
院
常
什
物
・
観
音
三

拾
三
躰
・
大
日
如
来
一
躯
、
願
主
木
食
直
心
。
願
主
生
国
者

越
前
坂
比
郡
糸
崎
村
、
水
間
氏
也
。
享
保
三
年
戊
戌
三
月
八

日
。 

当
山
開
山
木
食
秀
海
上
人
寄
附
半
鐘
者
、
寛
永
九
年
甲
卯
月
、

大
工
藤
原
朝
臣
権
太
夫
所
レ

造
也
。
早
晩
及
二

破
損
一

、
今
新
倍

レ

彼
鋳
立
之
者
也
。 

西
楽
寺
八
葉
法
印
尊
照
代 

願
諸
賢
聖 

同
入
道
場 

願
諸
悪
趣 

俱
時
離
苦 

施
入
飯
田
村 

 
 
 

村
松
利
助 

為
一
相
妙
円
大
姉
菩
薩 

 
 
 
 

同
村 

鈴
木
弥
平 

 
 
 
 

〃 
 

一
木
孫
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 

同
村
中 

山
梨
町
村
松
孫
惣 

村
松
松
兵
衛 

藤
下
孫
次
右
衛
門 
同
久
兵
衛 

清
水
傳
三
郎 

 
 

同
町
中 

安
藤
八
郎
左
衛
門 

中
村 

 
 

同
村 

 

茂
兵
衛 

 

孫
右
衛
門 

従
二

相
良
一

是
迄
人
足
寄
進
。 

相
良
町
八
木
三
郎
左
衛
門 

池
新
田
村
本
間
惣
兵
衛 

国
安
村
戸
塚
次
右
衛
門 

横
須
賀
町
小
嶋
八
右
衛
門 

右
畢 

生 

（
一
六
三
二
） 

（
一
七
一
八
） 

〔
昭
〕 
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十
所
権
現 

明
治
ま
で
あ
っ
た
西
楽
寺
鎮
守 

西
楽
寺
鎮
守 

 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
ま
で
、
西
楽
寺
の
本
堂
前

に
は
、
鎮
守
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

西
楽
寺
鎮
守
は
、
い
つ
成
立
し
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、

遅
く
と
も
戦
国
時
代
以
降
は
史
料
に
登
場
し
て
い
ま
す
（
戦

国
時
代
の
史
料
は
参
考
文
献
１
を
参
照
）。 

 

江
戸
時
代
に
も
、「
鎮
守
」
と
し
て
西
楽
寺
文
書
に
数
多
く

登
場
し
ま
す
が
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一

九
）
に
「
十
所
大
権
現
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
例
が
あ
り
ま
す

か
ら
（
重
要
参
考
史
料
３
）、
古
く
か
ら
十
所
権
現
と
し
て
、

十
柱
の
神
を
祀
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
、
尊
昭
が
改
め
て
十

柱
の
神
の
組
み
合
わ
せ
を
定
め
ま
し
た
（
重
要
参
考
史
料
４

／
次
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
）。 

 

十
所
権
現
＝
鎮
守
は
、
『
年
中
行
事
扣
』
な
ど
を
見
る
と
、

儀
式
の
場
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
重
要
参
考

史
料
５
、
参
考
文
献
２
）
。 

ま
た
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』
の
二
冊
目
の
竪
帳
は
、
尊
昭
が

書
い
た
ノ
ー
ト
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
天
下
安
全
御
武
運
長
久
御
息
災

延
御
子
孫
繫 

昌
男
祈
祷
之
覚
」
と
い
う
、
尊
昭
の
頃
の
祈
祷
の
内
容
と
会

場
の
一
覧
を
見
る
と
、
仁
王
経
の
読
誦
は
十
所
権
現
で
行
っ

て
い
た
よ
う
で
す
（
重
要
参
考
史
料
１
）。 

鎮
守
十
所
権
現
は
、
西
楽
寺
の
儀
式
に
と
っ
て
、
重
要
な

施
設
で
し
た
。 

ち
な
み
に
、
毎
年
二
月
五
日
に
、
十
所
権
現
独
自
の
祭
礼

も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
（
重
要
参
考
史
料
２
）。 

 
明
治
に
春
岡
神
社
に
合
祀
さ
れ
る 

 

明
治
に
な
り
、
神
仏
分
離
の
世
と
な
る
と
、
神
仏
習
合
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
「
権
現
」
の
名
を
や
め
、
西
楽
寺
鎮
守
は

「
十
所
神
社
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

鎮
守
の
祭
礼
も
い
つ
の
ま
に
か
十
月
に
行
う
よ
う
に
な
る

（
重
要
参
考
史
料
８
）
な
ど
、
様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た

が
（
重
要
参
考
史
料
６
を
見
る
と
、
祭
神
十
座
の
組
み
合
わ

せ
も
微
妙
に
変
わ
っ
て
い
る
気
が
す
る
）
、
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
六
月
二
日
、
十
所
神
社
は
春
日
神
社
に
合
祀

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
こ
と
が
分
か
る
の
は
、『
十
所
神
社
明
細
帳
』
表
紙
朱

字
書
き
込
み
（
重
要
参
考
史
料
６
）
で
す 

仝
村
春
岡
神
社
ヘ

合
祀
ノ
義
、
明
治
廿
三
年
三
月
廿
二
日

付
ヲ
以
テ
願
出
、
仝
年
六
月
二
日
付
本
県
庶
第
三
一
八

八
号
ヲ
以
テ
聞
届
ケ
、
跡
地
ハ
官
有
地
第
三
種
ヘ
編
入

ス
ル
旨
指
令
ア
リ
。 

  

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
三
月
二
十
二
日
に
願
出
て
、

同
年
六
月
二
日
に
許
可
さ
れ
た
こ
と
で
、
十
所
神
社
は
春
岡

神
社
に
合
祀
さ
れ
た
、
と
あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、『
春
日
（
春
岡
）
神
社
明
細
帳
』
表
紙
朱
字
書

き
込
み
（
重
要
参
考
史
料
７
）
を
見
る
と
、「
仝
村
村
社
十

所
神
社
ヲ
合
祀
ノ
上
、
村
社
春
岡
神
社
ト
改
称
之
義
、
明
治

二
十
三
年
三
月
廿
二
日
付
ヲ
以
テ
願
出
、
仝
年
六
月
二
日
本

県
庶
第
三
一
八
九
号
ヲ
以
テ
許
可
ノ
指
令
ア
リ
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
十
所
神
社
は
、
春
日
神
社
と
合
祀
さ
れ
、「
春
岡

神
社
」
と
名
前
を
改
め
た
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
、
西
楽
寺
の
儀
式
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
鎮
守
、
十
所
神
社
（
十
所
権
現
）
は
、
そ
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。 

  

（
一
八
九
〇
） 

『十所神社明細帳』 

表紙（上）と 

明治の十所神社図（下） 



 

  

06 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、『
当
山
諸
由
緒
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
一
） 

２
、
「
西
楽
寺
鎮
守
・
林
徳
寺
鎮
守
・
願
成
寺
鎮
守
」
（
西
楽
寺
文
書
近

世
一
二
〇
九
） 

３
、〔
十
所
権
現
鐘
銘
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
三
八
二
） 

４
、〔
十
所
権
現
棟
札
下
書
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
五
五
） 

５
、『
年
中
行
事
扣
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
八
六
） 

６
、『
十
所
神
社
明
細
帳
』（
14 

春
岡
村
外
２
ヶ
村
戸
長
役
場
文
書
二

五
〇
一
、
歴
史
文
化
館
所
蔵
） 

７
、『
春
日
（
春
岡
）
神
社
明
細
帳
』（
14 

春
岡
村
外
２
ヶ
村
戸
長
役

場
文
書
二
五
〇
二
、
歴
史
文
化
館
所
蔵
史
料
） 

８
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
月
十
四
日
「
御
届
」（
14 

春
岡
村

外
２
ヶ
村
戸
長
役
場
文
書
二
五
三
四
、
歴
史
文
化
館
所
蔵
史
料
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
袋
井
市
史 

史
料
編
一 

古
代
中
世
』

（
袋
井
市
役
所
、
一
九
八
一
年
）。 

２
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅲ 

年

中
行
事
』（
二
〇
二
一
年
）。 

〔十
所
権
現
棟
札
下
書
〕（西
楽
寺
文
書
近
世
一
六
五
五
）翻
刻 

紙
を
縦
に
二
つ
折
り
し
て
、
棟
札
の
表
裏
を
書
い
て
い
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

宝 

永 

三 

丙 

戌 

天 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠
州
周
智
郡
宇
苅
郷
安
養
山 

（
バ 

 

ク
）
春
日
大
明
神
（
バ 

 

イ
） 
 

（
バ
ン
）
冨
士
大
権
現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
キ
ヤ
）
白
山
妙
理
権
現 

（
バ 

 

ン
）
天
照
太
神
宮
（
キ
リ
ー
ク
）
熊
野
三
所 

 
 
 
 
 
 
 

奉
勧
請
十
所
大
権
現
是
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
バ
イ
）
牛
頭
天
王
宮 

（
キ
リ
ー
ク
）
八
幡
太
菩
薩
（
バ 

 

ク
） 

 

（ 

カ 

）
愛
宕
大
権
現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
楽
寺
八
葉
尊
昭
并
衆
徒
敬
白 

 
 
 
 
 

月 
 
 
 

日 

（
一
七
〇
六
） 

（
釈
迦
） 

（
鹿
島
） 

（
大
日
） 

（
薬
師
／
新
宮
） 

（
阿
弥
陀
／
本
宮
） 

（
千
手
観
音
／
那
智
） 

（
阿
弥
陀
） 

（
大
日
） 

（
十
一
面
観
音
） 

（
地
蔵
） 

（
薬
師
） 

当
山
十
所
権
現
本
節
昔
乱
世
以
来
糾
紛
而
不
定 

近
来
林
徳
寺
之
住
宥
栄
当
山
之
古
記
見
出
之
依
之 

（
ボ
ロ
ー
ン
）（
シ
リ
ー
） 

 
 
 
 
 

  
 

孤
○﹅
ヒ
ト
リ 

新
記
之
後
棄
住
僧
不
可
孤
疑
現
住
尊
昭
并
衆
徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宥
相
宥
栄
宥
勧
宥
範
宥
元
宥
山
宥
喜
異
口
同
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
白 

『十所神社明細帳』より「祭神十座」 

下の〔十所権現棟札下書〕と 

祭神を比較してみていただきたい。 



 二
次
史
料
で
業
績
の
み
が
伝
わ
る
人
物 

 

西
楽
寺
五
世
住
職
宥
香
は
、
尊
昭
が
書
き
残
し
た
メ
モ
の

中
に
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
今
日
に
業
績
が
伝
わ

っ
て
い
る
人
物
で
す
。 

 

尊
昭
に
よ
れ
ば
、
宥
香
は
隠
居
後
に
高
平
山
に
入
り
、
高

平
山
の
整
備
を
し
た
人
物
で
あ
り
、
尊
昭
の
高
平
山
整
備
は
、

宥
香
の
路
線
を
踏
襲
し
た
も
の
、
と
の
こ
と
で
す
（
〔
高
平
山

縁
起
下
書
〕
西
楽
寺
文
書
近
世
二
三
／
参
考
文
献
１
）
。 

 

そ
の
他
の
断
片
的
記
録
か
ら
も
、
そ
の
業
績
が
分
か
り
ま

す
。
西
楽
寺
一
山
と
地
域
と
の
関
係
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、

か
な
り
重
要
な
人
物
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
同
時
代

史
料
や
、
直
接
関
わ
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

「
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅱ 

高
平
山
」
の
、
歴

史
文
化
館
で
の
展
示
終
了
後
、
宥
香
が
印
可
を
受
け
た
時
の

史
料
が
見
つ
か
り
ま
し
た
（〔
宥
香
印
信
〕
西
楽
寺
文
書
近
世

七
三
五
）。 

 

こ
の
史
料
に
よ
り
、
宥
香
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

に
、
西
楽
寺
で
、
四
世
住
職
龍
義
か
ら
印
可
を
受
け
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。 

07 

宥
香 

尊
昭
が
注
目
し
続
け
た
西
楽
寺
五
世
住
職 

【
重
要
参
考
史
料
】 

１
、〔
高
平
山
縁
起
下
書
〕
西
楽
寺
文
書
近
世
二
三 

２
、（〔
宥
香
印
信
〕
西
楽
寺
文
書
近
世
七
三
五
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅱ 

高

平
山
』（
二
〇
二
一
年
） 

〔
宥
香
印
信
〕
（
西
楽
寺
文
書
近
世
七
三
五
） 

 

法
印
権
大
僧
都
宥
香 

 

授
印
可 

金
剛
界 

大
率
都
婆
印 

普
賢
一
字
明 

 

帰
命
（
バ
ン
） 

胎
蔵
界 

外
縛
五
鈷
印 

満
足
一
切
智
々
明
々 

 

（
ア
）（
ビ
）（
ラ
）（
ウ
ン
）（
キ
ャ
） 

右
於
遠
州
周
智
郡
宇
苅
西
楽
寺
道
場
仁 

授
両
部
印
可
畢 

 

慶
安
第
二

歳
次

己
丑

仲
夏
吉
辰 

伝
灯
大
阿
闍
梨
法
印
大
和
尚
位
龍
義 

（
一
六
四
九
） 

〔宥香印信〕（西楽寺文書近世 735） 


